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おおさかヘルパー労組連絡会 結成！ 
 ３月２９日（日）国労会館にて、おおさかヘルパー労

組連絡会結成総会が行われ、介護労働者・各地域・単産

より５１名の参加で会場はいっぱいとなりました。 

 総会では、全労連ヘルパーネット世話人の中村和司さ

んより「介護をめぐる情勢とヘルパー・介護労働者の組

織づくりについて」の講演をしていただきました。今の

介護職場は魅力がなくなってしまっていて介護労働者

の人材確保は処遇を改善しない限り難しい、魅力ある仕

事や長く働き続けられる職場にするためにも労働組合

の役割の重要であること、また東京での組織化の経験か

ら「粘り強く・あきらめず・あせらず・ヘルパーさん１人１人と話すこと」が大切と話されました。 

その後の意見交流では、「求人をしても人がこない」「雇用が細切れになっている」といった職場の厳

しい現状や、その中でも粘り強く取り組み成果を勝ち取っている報告がされました。今後のおおさかヘ

ルパー労組連絡会には期待も課題も大きいですが、発言の言葉にもあったように『組合はやっぱり楽し

く』を基本に初年度１７名の役員とともに一歩ずつ取り組んでいきます。（文責 嘉満智子） 

当日の発言から 

○「障害者のヘルパーステーションでも求人に応募がない。何年かでスキルアップした方も施設や他

産業にいってしまう。８０人だったヘルパーが６０人になり利用者に還元できなくなる。組合員を

増やしてみんなで協力していきたい。」 

○「組合を２００４年に結成、一時金を四年越しで１，０００円上乗せすることができた。みんなで

集まることがないのでレクチャーが大切、これからも組織率を上げていきたい。」 

○「０３年に組合を１２名で結成して現在６８名に。地域労連と共に一時金交渉も行ってきた。ヘル

パーが高齢化していてこれから大変になる。」 

＊役員体制 

会長    金子 澄代 （堺労連・介護福祉士）、 
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